2009道本部組織労働局発第301号

２００９年５月１日

各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　三浦　正道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（賃金労働部）
「夏季一時金暫定勧告」に抗議する

緊急文書行動の実施について
連日の取り組みに、心より敬意を表します。
　さて、本日人事院は、公務員連絡会が再三にわたり夏季一時金臨時調査に基づく給与勧告を行わないことを求めたのに対し、夏季一時金暫定勧告を強行しました。
公務員連絡会は、勧告が一方的に行われることは極めて遺憾であることから、人事院に対し「遺憾の意」を表明し、「強く抗議」することを４月30日に行った企画調整・幹事合同会議の確認に基づき、みだしの抗議文書行動を実施することとし、自治労北海道本部としても抗議文書行動を取り組む（09.4.22道本部第４回拡大闘争委員会提起済）こととします。各単組・総支部におかれましても、圧倒的な取組みの成功に向け態勢の確立をお願いいたします。

記

１．取り組み期間　　　５月１日（金）～８日（金）まで　

２．抗議文書の宛先（レタックスまたは電報での取り組みとします）
　　　〒100-8913　東京都千代田区霞ヶ関１－２－３

人事院総裁　谷　　公士（たに　まさひと）様　

３．抗議例文
　　○不当な臨時調査に基づく、一方的な一時金の一部支給凍結勧告の強行に強く抗議する。

　　○「政治」や政府の圧力に屈し、いかようにも人勧制度を動かせるという実績を作ったことは、もはや、第三者独立専門機関としての存在意義を自ら否定したに等しい。労働基本権を公務員労働者へ即刻付与し、人事院は解散せよ。
など、創意工夫ある表現で取り組むこと
４．取組主体　　基本組織のほか、支部、青年部・女性部などからの打電行動もお願いします。

５．取組報告　　５月11日（月）までに、下記の報告書により、報告願います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【報告書】　報告＝道本部賃金労働部（櫛部・小杉）　FAX011-700-2053　５月11日（月）
まで

「夏季一時金暫定勧告」に抗議する緊急文書行動集約報告書
単組・総支部名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者名：　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

	送付先
	送付した抗議文書（基本組織・支部・青年部・女性部など）の数

	谷　公士　人事院総裁宛
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